「ラーケーション（体験活動推進日）」カード　　


[image: ]■「ラーケーション（体験活動推進日）」について


　これからの社会では、自己の在り方や生き方を考えながら、課題を発見し解決していくことのできる力が求められます。そのような力を身に付けるためには、地域に出かけたり、多くの人と出会ったりする体験的・探究的な活動を通して学んでいくことが有効です。
また、自己の在り方や生き方を考えるためには、家族とゆっくり話をする時間も大切です。思いや悩み、不安について家族と一緒に考えることで、これまでの生活を振り返り、今後を見つめる良い機会になります。
　お子様が保護者等とともに、平日にもそのような時間を取ることができるよう、年間最大５日間の「ラーケーション」を設定します。有効に活用して、お子様の成長に役立ててください。
・保護者等の休暇と合わせて、時間に余裕をもった体験的・探究的活動に取り組ませてください。
・平日だからこそできる校外（家庭や地域）での活動を計画してみてください。

[bookmark: _Hlk165431623][bookmark: _Hlk165431624]※「ラーケーション」は、「ラーニング（learning）学び」と「バケーション（vacation）休暇」を組み合わせた造語です。

■取得する前に確認してください



確認できたら、□にチェックを入れてください。
□「ラーケーション」のねらいについて確認しました。
□「ラーケーション」の利用によって学校で受けられなかった授業内容は、家庭での自習となることを確認しました。（受けられなかった授業で使用したプリントなどがある場合には、学校から後日お渡しする
　　 　ことができますので、家庭での自習により補っていただくよう、お願いします。）
□「ラーケーション」の利用可能日であることを、学校の行事予定表等で確認しました。







■どのような体験活動を行うか記入してください


①　体験活動をする日：令和　　年　　月　　日（　　）
※　期間の場合（令和〇年〇月〇日～〇月〇日（　　）日間）と記入

②　体験活動をする場所：

③　体験活動の内容：
[bookmark: _GoBack]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請日：令和　  年　　月　　日







「ラーケーション」を利用するのは、

日目
　(年間５日まで)




　


[image: ]（　　　　　　　）学校（　　　）年（　　　）組（　　　）番学校チェック欄

児童生徒氏名（　　　　　　　　　　　）
　保護者氏名（　　　　　　　　　　　）
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